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教員養成課程学生における教員志望度の縦断的変化
―教員志望度の変化はなぜ生じるのか？―

○佐宗 駿（東京大学大学院） 犬塚美輪（東京学芸大学）

キーワード：教員志望度，教師効力感，教員資質能力自己評価

問題と目的

近年，教員不足の状況が続いており，問題視さ

れている 文部科学省初等中等教育局 。そこ

で本研究では，教員養成課程学生の教員になろう

とする意志の度合い 以下，教員志望度 がどのよ

うに変化するかを縦断的に検討するとともに，そ

の変化に影響する要因を探索的に検討する。具体

的には， 縦断的には教員志望度は低下する，

教師としてやっていける自信 以下，教師効力感

が教員志望度に影響する， 教員としての資質を

有していると本人が感じる程度 以下，教員資質能

力自己評価 及び教員を目指す理由 以下，教員志

望動機 が教師効力感に影響するという つの仮

説を検討する。

方 法

調査対象者 東京学芸大学 年入学者中，教

員免許状の取得が必須の学科に在籍する 名。

質問紙尺度 大学独自作成の項目である教員志望

度尺度 項目 ，児玉 の教師効力感尺度

項目 ，藤井 の教員資質能力自己評価尺度

のうち一部を除外した 項目，さらに，教員志

望度尺度において教員を志望した者に対しては，

春原 をもとに一部修正し作成した教員志望

動機尺度 項目 を用いた。

調査協力 本研究のデータは東京学芸大学 セ

ンターが プロジェクトの一環として行って

いる新入生・大学生学習調査の結果を用いた。

結果と考察

教員志望度の縦断的変化 まず，学年 ～ 年

を独立変数，教員志望度の尺度得点を従属変数と

して一要因分散分析，多重比較を行った。その結

果， のように教員志望度は有意に減少し

続け，特に 年次と 年次に大きな効果量が認め

られた 𝑔𝑔 。よって，教員志望度が縦断的に

低下していくことが支持された。

教師効力感から教員志望度への影響 次に，教

師効力感の各下位因子を説明変数，教員志望度の

尺度得点を目的変数として，各学年で共分散構造

分析を行ったが，適合度の高いモデルは得られな

かった。教員志望度変化のクラスタ分析によって

得られた群別に教師効力感の下位尺度を独立変数，

教員志望度を従属変数とする重回帰分析を用い再

度検討した。その結果，「志望度激減」群でのみ，

教師効力感の「学級経営」尺度(「問題のある子ど

もに，クラス全体をめちゃくちゃにさせないよう

に指導すること」などの 項目にどの程度自信が

あるか から教員志望度への正の影響 𝛽𝛽∗ =
.46, 𝑝𝑝 < .001 がみられた。よって，「志望度激減群」

においては 年次から 年次の志望度の減少の抑

制に，学級経営への自信を高めることが有効であ

ることが支持された。

教師効力感を高める要因 ～ 年次において

教員資質能力自己評価尺度，教員志望動機尺度の

各下位因子を説明変数，教師効力感の各因子を従

属変数とした共分散構造分析を年次ごとにそれぞ

れ行った。その結果， ～ 年次の全時点で「集団

討論能力」因子（「人とディスカッションするのは

得意でない」「人の前で話をする時，緊張しやすい」

などの 項目）から教師効力感の全ての下位因子

への正の影響が認められた 標準化パス係数

は ～ 。これは，集団討論能力があると考

える学生はクラスの統制ができると感じるからだ

と考えられる。よって，集団討論能力への自己評

価を高めることが教師としての自信に繋がること

が示唆された。また，教員志望動機尺度の下位因

子である「子ども志向」因子（「いろんな子どもと

出会う機会のある仕事が好きだから」「子どもと接

する仕事に就きたいから」の 項目）から「子ど

も理解・関係形成」因子（「子どもの気持ちや考え

を理解すること」などの 項目にどの程度自信が

あるか）への正の影響が見られた 標準化パス係数

は ～ 。これにより，子どもと関わりたい

という理由で教員になった者ほど，子どもと関わ

ることに自信を持つことが示唆された。
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科学技術の社会問題を取り上げた
小学生向け教育プログラムの改善（ ）

―科学に対する態度に関する評価―

○坂本美紀（神戸大学） 山口悦司＃（神戸大学）
山本智一＃（兵庫教育大学） 玉井僚馬＃（神戸大学）
俣野源晃＃（神戸大学附属小学校）

キーワード：科学技術の社会問題，教育プログラム，科学に対する態度

問題・目的

市民の科学参加が求められる現在，科学技術の

社会問題 を導入した教育が，科学リテラシ

ー育成の観点から注目されている。我々は，

に対する解決策の考案を目指した小学生向けの教

育プログラムを開発し，成果評価を行っている。

例えば，坂本ら（ 日発心）では，当該の学

習を契機に生起した授業外の活動を指標に，単元

が子どもたちの科学に対する態度にもたらす効果

を調査した。本研究では，質問項目を追加し，成

果評価を元に改善された単元の効果を検証する。

方 法

参加者 国立大学法人附属小学校 年生 クラス計

名（男子 名，女子 名）。

改善版教育プログラム 遺伝子組換え米の に

対する解決策の考案を目指した単元（坂本ら

日教心 他）の内容に，他の について

の解決策をグループで考える授業を追加した。

データと分析 プログラム終了時に，学習活動を

振り返るアンケートを実施した。その中で，前回

実践と共通する授業外の学習活動の他， に関し

て今後学びたいこと， に取り組む際に何が大切

かについて，それぞれ自由記述を求めた。

結果・考察

まず，授業外での学習活動については，坂本

ら（ ）と同じカテゴリーで自由記述を分類し

た。各授業での分類結果を に示す。カイ二

乗検定により人数分布を比較したところ，改善版

の授業では，活動なしが有意に減少し，活動あり

（拡張的活動）が増加したことが明らかになった。

改善版の単元により，児童の「科学に対する態度」

特に科学技術やそれに関わる社会問題に対する興

味関心が，さらに向上したと言える。

今後学習したいこと（ ）として，授業に

関連した内容の他，他の や，問題解決の学習な

どが挙げられた点も，この傍証と見なせる。

また， への取組みで大切なこととしては，「で

きるだけたくさんの人の視点から見て考えること」

など授業で目指した複眼的思考（ 件）や解決策

等の提案（ 件）に加え，反省的思考・批判的思

考 件，「今自分ができることを見つけ，実行する」

など実行・実践への言及が 件，サイエンス・コ

ミュニケーションへの言及が 件得られた。市民の

科学参加につながる志向性が伺える知見と言えよ

う。

以上より，単元の改善は，参加児童の「科学に

対する態度」の向上に寄与したと言える。今後，

単元目標の達成との関連も検討していく。

各プログラムにおける

授業外学習活動の生起状況（名）

今後学習したいこと

付 記

科研費 ， の助成ならび

に所属の研究倫理審査委員会の承認を受けた。

焦点 拡張
ベースプログラム
改善版プログラム

活動あり
活動なし

カテゴリー 実例
授業SSI ・スギ花粉米，遺伝子組換え

・電気自動車
・防犯カメラ，メガソーラー

授業外SSI ・AI（人工知能）
・スーパーコンピュータについて
・地球温暖化

社会問題 ・身近な社会問題

問題解決 ・社会問題をどう解決していくのか
・たくさんの社会問題について意見文を
　書いたり，考えていきたい。

その他 ・これから世界はどうなっていくか

なし ・特になし
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